
令和4年 12 月 31 日発生西目地内土砂災害 

鶴岡市災害対策本部 

第１２回会議 
□日時 令和5年1月27日（金）16時30分 

□会場 6階大会議室 

 

次    第 

 

１ 開 会 

 

 

 ２ 挨 拶   本部長 皆川市長 

 

 

 ３ 報 告 

  （１）緊急現地調査の実施状況について            資料１ 

 

 

（２）その他 

 

 

 ４ 協 議 

  （１）避難指示の取り扱いについて              資料２ 

 

 

  （２）その他 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 
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 資料 1   

 

【第一次】西目地区災害警戒区域（がけ崩れ）緊急調査 実施状況 

   

１ 目  的   

 令和 4 年 12 月 31 日に発生した西目斎藤の土砂災害を深刻にとらえ、同地区にお

ける土砂災害警戒区域（がけ崩れ）の現地点検を実施し、土砂災害による被害の未然

防止、軽減に繋げる。 

   

２ 調査期日 令和５年１月１９日（木）９時３０分～１６時 

   

３ 参加者   防災安全課、土木課、農山漁村推進課、消防本部警防課 

        上郷自治振興会 会長、事務局長 

        竹野浦自治会長、草井谷自治会長      延べ 16 名参加 

 

４ 調査箇所等 西目地区内の土砂災害警戒区域（がけ崩れ）１５箇所 

※№16 は、現在立ち入りを制限されている箇所のため、調査は実施しない。 

 

５ 調査状況 

  ・天気は晴れで、前日の雪の影響もなく、調査を実施することができた。 

  ・付近にお住まいの方から、情報提供をいただくことができた。 

・調査方法は基本目視だったが、表土がなくなっており、岩盤が露出している箇所

では、実際に触診し、岩石を構成する粒の種類、大きさや形状、岩盤の硬さや固

結の程度を確認した。 

 

６ 調査の結果 

   今回の調査では、斜面の表面が小規模に剥がれている箇所が 5 箇所、斜面の上部

がせり出している箇所が 5 箇所、湧水が確認できた箇所が 2 箇所あることを確認

した。３月に実施する二次調査の結果と併せて、今後の調査方針や対策に繋げて

いく。 

№ 種類 箇所番号 箇所名 № 種類 箇所番号 箇所名 

1 急傾斜地 1-H7104-1 鷲嶽沢-1 9 急傾斜地 1-7157-2 竹野浦-2 

2 急傾斜地 1-H7104-2 鷲嶽沢-2 10 急傾斜地 2-H7102 熊船 1 

3 急傾斜地 2-71H035 金山 1 11 急傾斜地 1-7156 熊船 2 

4 急傾斜地 2-71H036 金山 2 12 急傾斜地 2-7126-1 水上沢-1 

5 急傾斜地 2-71H023 山口 13 急傾斜地 1-H7102 水上沢 2 

6 急傾斜地 1-H7103 神社口 14 急傾斜地 2-7126-2 水上沢-2 

7 急傾斜地 2-H7103 村里 15 急傾斜地 2-H7101 水上沢 3 

8 急傾斜地 1-7157-1 竹野浦-1 16 急傾斜地 1-H7105 斎藤 

市民部防災安全課 

令和 5 年 1 月 27 日 
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避難指示の取扱いについて（案） 

  

避難指示の対象を下記のとおり変更する。 

 

令和５年１月２７日提出 

記 

１．対象 （変更前）西目字斎藤地区６世帯１８名 

     （変更後）西目字斎藤地区４世帯１３名 

 

２．理由 （１）区域外へ転居  １世帯２名の減 

        ※１月２７日市営住宅へ入居（建物全壊） 

     （２）帰宅可能    １世帯３名の減 

        ※経過は別紙のとおり 

 

３．変更日時  

令和５年１月２７日 午後５時 

以上 

 

資料２ 
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 別紙 

住宅②及び住宅③〜⑥の避難指⽰について 

令和５年１月２７日 
令和 4 年 12 月 31 日に「土砂災害が発生した斜面 A ブロック」と、同一の山

に接している住⺠（住宅②）に発令した避難指⽰について、下記の理由により解
除する。 

なお、斜面 B ブロックは、「土砂災害が発生した斜面 A ブロック」と連続する
斜面であり、地すべりが発生する可能性のあることが確認されたため、直下にあ
る住宅③〜⑥は避難指⽰を継続する。 

 
記 

「土砂災害が発生した斜面 A ブロックと同一の山に接している」として避難
指⽰を行っていた住宅②については、斜面 B ブロックとは条件が異なり「斜面
A ブロックの土砂災害」との関連性は低いと確認されたため。 

なお、住宅②は「急傾斜地の崩壊に係る土砂災害警戒区域」に指定されておら
ず、今般の「⻄⽬地区災害関連緊急地すべり対策事業」の対象にもなっていない。 

 
 
 
 
 
 
 

【参考】 
住宅②で安心してお住まい頂くため、避難解除後も以下の対応を継続する。 
  住宅②の安全性向上のため、斜面の水抜き工事は予定通り実施する 
  住宅②の所有者が行う安全対策や、補助金などの支援の相談を継続する 

A ブロック 

B ブロック 

② 

国土地理院地図に文字等を加筆 
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